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～クラウド時代の音声技術活用～

吃音克服訓練支援サービス「フルーエントトーク」サービス開始

2013年9月17日

株式会社アニモ（所在地：横浜市中区、代表取締役：服部一郎）は、吃音克服訓練支援サービス 「フルーエントトーク」 を9月18

日より開始いたします（SaaSサービス *1）。

「フルーエントトーク」では、日本語特有のイントネーションを含んだ 話しことばをリズミカルに話せるように、独自の「リズムとなえうた」

を活用しています。 訓練を通じて、自然な発声、自然な発話、流暢な話し方が一連のものとして身につくことをめざしています。

重度から中軽度までの幅広い吃音症状を想定した５段階の訓練が用意されています。具体的な訓練方法・ご利用料は、Web上に掲

載しています（http://aft.animo.jp/ft/guide/）。

本サービスは、お使いのＰＣに特別なソフトウェアをインストールすることなく、お申し込み後すぐにご利用いただけます。

サービス利用契約は、個人向けは半年または一年単位、施設向けは一年単位となっています。本サービスの初年度目標契約

数は、個人向けが600、法人向けが200です。

本サービスは、独立行政法人情報通信研究機構様のチャレンジド向け通信・放送役務提供・開発推進助成金を得て開発したもので

す。

*1: SaaS（Software as a Service）とは、インターネット経由でアプリケーションソフトウェアの機能を提供する形態

サービス運営管理 アニモ 病院・施設、学校、療育センター

・施設での利用
・個人利用者の指導

個人宅（訓練者）

■サービスイメージ

基礎訓練（ステップ１・２） 吃音訓練（ステップ３～５）

インターネット

個人での利用

◆ステップ１：母音・子音（40訓練） ◆ステップ３：小児・成人Ⅰ（100訓練）

◆ステップ４：成人Ⅱ（100訓練） ◆ステップ５：百人一首（100訓練）◆ステップ２：４行となえうた（115訓練）

「あ」の訓練 「ふ」の訓練

「あ」の訓練（あつあつスープ） 「か」の訓練（かえろー かえろーね）

リズムとなえうた「秋」

リズムとなえうた「笑顔」 リズムとなえうた「４番歌」

訓練選択画面（全5ステップ）

■訓練画面



株式会社アニモ

富士通株式会社のベンチャー第一号企業として、1994年8月に創業。 「音声技術の社会化」をスローガンに掲げ、 「音・音声」をキーテ
クノロジーとしたソフトウェア、サービス及びソリューションの開発、販売を行っています。コールセンター等の業務サービス向け音声処理
サーバーソフトウェアおよび機器組込み向けミドルウェアにくわえ、クラウド時代に対応した音声処理SaaSを提供しています。

所在地：〒231-0015 横浜市中区尾上町2－27 大洋建設関内ビル4F

TEL：045-663-8640 FAX：045-663-8627 フリーダイヤル：0120-010-249 （平日9:00～17:00）

URL： http://www.animo.co.jp/

※本件に関する報道関係者様のお問合せ先 株式会社アニモ 担当： 斎藤、河合

ご利用期間（更新可能） １年間 ６ヶ月間

ご利用料 ￥21,000 ￥12,600

ご利用訓練者数（最大アカウント数） 10人未満 10人以上

ご利用期間 １年間（１年ごとに更新可能）

ご利用料 ￥21,000 ￥42,000

訓練ステップ 訓練内容 訓練速度 訓練コンテンツ数

基礎訓練
ステップ１ 母音・子音訓練 ― ４０訓練

ステップ２ ４行となえうた訓練 ― １１５訓練

吃音訓練

ステップ３ リズムとなえうた訓練（小児・成人Ⅰ） 遅い、ふつう、速い １００訓練

ステップ４ リズムとなえうた訓練（成人Ⅱ） 遅い、ふつう、速い １００訓練

ステップ５ リズムとなえうた訓練（百人一首） 遅い、ふつう、速い １００訓練

訓練モード 説明

フル訓練（全訓練） ステップ１～５の各ステップ内の全訓練を通しておこなう訓練

選択訓練 各ステップ内の特定の訓練を選択しておこなう訓練

おまかせ
各ステップ内の訓練を、時間を指定してランダムな内容でおこなう訓練
（１５／３０／４５分間の３コース）

■病院・学校（法人）向けサービス利用料

■個人向けサービス利用料

■訓練モード

■訓練ステップ、内容

■動作環境

項目 条件

ソフトウェア
Adobe Flash Player 10 以降
最新のバージョンをご利用ください。

Webブラウザ

Microsoft Internet Explorer 8.0 以降
Safari 4.0 以降
Firefox 3.5 以降
Google Chrome 5.0 以降
最新のバージョンをご利用いただくことを推奨します。

ネットワーク インターネットに常時接続していること

サウンド機能
オーディオ出力（スピーカー等）が必要
録音機能をご利用になる場合は、オーディオ入力（マイク等）も必要

オプション機器 オプション機器を使った高度な訓練をする場合には、オプション機器（周波数調整器ユニット）が必要です。


